
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 1 7 年 1 0 月 3 1 日

東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社

東 映 株 式 会 社

≪ 「バー de シネマ」   概要 ≫ 

１．イベント詳細 (ご当選されたお客さまのみご参加いただけます) 

（１）日   時 ： 2017 年 11 月 25 日(土) 開場/12：30 開映/13：00 終了/15：45(予定) 

（２）場   所 ： ホテルメトロポリタン エドモント 本館 地下 1 階 バー「カルーザル」 

     （JR 飯田橋駅東口・JR 水道橋駅西口より徒歩約 5 分） 
（３）上映作品 ： 「探偵は BAR にいる３」 (上映時間：2 時間 2 分) ※作品詳細は別紙をご覧ください。 

（４）そ の 他 ： 上映後、本作の企画・プロデューサー須藤泰司氏によるトークショーを予定しています。 

           上映前およびトークショーではアルコール類や軽食をお楽しみいただけます。 

２．応募について 

（１）応募期間 ： 2017 年 11 月 1 日(水)～14 日(火) 

（２）当選人数 ： 10 組 20 名さま （ご当選の方のみ、11 月 17 日(金)以降ご連絡差し上げます） 

（３）応募方法 ： エキュート 6 館（大宮・品川・立川・日暮里・東京・赤羽）で税込 1,500 円以上お買い上げ

につき 1 枚応募券をお渡しします。 

必要事項を明記の上、館内に設置されている応募 BOX に投函ください。 

※イベントではアルコール類の提供があるため 20 歳以上の方に限らせていただきます。 

・主 催 ： 東日本旅客鉄道株式会社、東映株式会社 
・協 力 ： 日本ホテル株式会社、株式会社 JR 東日本ステーションリテイリング、 

        株式会社ジェイアール東日本都市開発 

ホテルメトロポリタン エドモント バー「カルーザル」  ⓒ2017「探偵は BAR にいる３」製作委員会 

新作映画「探偵は BAR にいる３」をバーで観られる試写会「バー de シネマ」開催 

 東日本旅客鉄道株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 冨田哲郎）と、東映株式会社（東京都中央区、代表

取締役社長 多田憲之）は、12 月 1 日（金）公開の新作映画「探偵は BAR にいる３」の試写会とトークショーが楽しめるイ

ベント「バー de シネマ」を開催します。 

 「探偵は BAR にいる３」にちなみ、ホテルメトロポリタンエドモントのバー「カルーザル」で開催します。 

 エキナカ商業施設「エキュート大宮・品川・立川・日暮里・東京・赤羽」で税込 1,500 円以上お買い上げいただいたお客さ

まの中から抽選で 10 組 20 名様をご招待します。 

 両社はこれまで、スポーツジムのプールやサッカースタジアムといったユニークな場所での映画上映イベントを実施いた

しました。今後も新しい映画の楽しみ方を提案するとともに、お客さまの生活に寄り添うサービスを提供してまいります。



 

 

 

 

 ＜「探偵は BAR にいる３」 作品情報＞ 

出演：大泉 洋、松田龍平、北川景子 

    前田敦子、鈴木砂羽、リリー・フランキー 

原作：東 直己「ススキノ探偵」シリーズ 

脚本：古沢良太 音楽：池 頼広 監督：吉田照幸 

 

2017 年 12 月 1 日（金） 全国劇場公開 

配給：東映  公式サイト：http://www.tantei-bar.com/ 

 

～INRODUCTION～ 

この冬、すべての映画ファンに捧げる、極上のハードボイルド＆エンター

テインメント!! 

２０１１年、ススキノを縦横無尽に駆け回る探偵の活躍を、ハードボイルド

に紡いだ気鋭ミステリー作家・東直己の「ススキノ探偵」シリーズを原作に

した映画『探偵はＢＡＲにいる』。【探偵】大泉洋と、【その相棒】松田龍平

のタッグは唯一無二の存在感を発揮し、映画史に残る名コンビとして幅広

い世代の心をつかむ。続く2013年に公開された『探偵はBARにいる２ ス

スキノ大交差点』もヒットを記録し、誰もが次作を待ち望む人気シリーズと

して、確固たる地位を築いた。 

そして４年の時を経て、俳優としてさらなる飛躍を遂げた２人が、ついにス

スキノに帰って来る！注目のニューヒロインには、映画、ドラマと幅広く活

躍する北川景子。 

ひれ伏したくなるような絶対的な美しさと、時折見せる子供のような無邪気さで、探偵の心を激しく惑わせる。更に、前田敦

子、鈴木砂羽、リリー・フランキーら豪華新キャストが続々集結。人気シリーズに容赦なく新風を吹き込んでいく。 

変わらぬ街。変わらぬ２人。だがシリーズ３作目にして描かれるのは、ついに訪れる探偵と高田の“別れ”……!? 探偵史上

最も切ない過去を背負う依頼人は、予想だにしない方向へ２人を誘(いざな)っていく。 

探偵を執拗に狙う、人の心を持たないサディスティックな悪魔。無敵を誇った高田を倒す、ありえない強者の出現。少しずつ

狂い出した、探偵と高田の歯車。そして“最後の事件”は、衝撃のクライマックスに向けて走り出す！ 

最後の事件。すべての【真相】は、あまりにも切なすぎた――。 

～STORY～ 

「恋人の麗子を探してくれませんか？」。高田の後輩のありふれた依頼を引き受けた探偵は、麗子の所属するモデル事務

所のオーナー・マリに遭遇、微かな既視感を覚える。その直後、探偵はマリの手下に襲われ、これまで無敗を誇った高田も

倒される。だが調査を進めるうちに、モデル事務所は売春組織であり、麗子らしき人物が殺人事件に関わっていた情報をつ

かむ。背後に浮上する北城グループ。代表の北城はススキノ裏社界では“最悪のサディスト”と云われる男。マリは北城の

情婦だった！探偵は不意に思い出す――生きる希望を失い、雪の中で倒れていた女――「あれか、あれがマリだったのか

…？」 

巨額の薬物取引、２つの殺人事件、緊張が走る裏社会――敵か味方か？ マリに翻弄される探偵。 

やがてマリは探偵に最初で最後の依頼をする――同時に、探偵と高田、別れへのカウントダウンが始まるのだった――。 

 

 

 

 

別紙１ 

 ⓒ2017「探偵は BAR にいる３」製作委員会 



 

 

 

＜ホテルメトロポリタン エドモント バー「カルーザル」について＞ 

ホテルメトロポリタン エドモントは、東京ドームでおなじみの水道橋や、複数の地下鉄や JR が乗り入れる飯田橋駅、風

情ある路地が粋な神楽坂が近く、都心の利便性を享受しながらも閑静なエリアに位置しています。 

バー「カルーザル」は格調と寛ぎに包まれる隠れ家的な雰囲気のある店内で、世界各国の銘酒や各種カクテルなどをご

用意しております。 

 ホテルメトロポリタン エドモント公式サイト http://www.edmont.co.jp/ 

 バー「カルーザル」公式サイト：http://www.edmont.co.jp/restaurant_list/carousel/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エキュートについて＞ 

 JR 東日本の大宮駅、品川駅、立川駅、日暮里駅、東京駅、赤羽駅、上野駅構内にあるエキナカ商業施設。スイーツ、惣

菜、飲食店、ファッション雑貨、サービスなど、各駅の立地、様々なご利用シーンに合わせたショップを展開しています。 

 ※今回のキャンペーンはエキュート大宮・品川・立川・日暮里・東京・赤羽が対象となります。 

 エキュート公式サイト：http://www.ecute.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

ホテルメトロポリタン エドモント バー「カルーザル」

エキュート品川 エキュート赤羽 
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